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背景 
 
１．「兵器化ウラン」の定義（劣化ウランとの違い） 
 
ウランは自然界では、U-238、U-235、U-234の 3つの同位体で存在する。
それらの質量割合は 99.284％、0.711％、0.005％である。このうち、核分裂
を起こす（fissionable）のは U-235だけである。商業用原子炉の燃料となる
ウランを製造するためには、天然ウランに含まれる U-235の質量割合
（0.711％）を増やさなければならない。そのためにはウラン濃縮プロセス
が必要である。米国原子力規制委員会は、U-235の質量割合が 20％以上のウ
ランを高濃縮ウラン、U-235の質量割合が 2％～5％のウランを濃縮ウラン、
U-235が質量比 0.7％未満のウランを劣化ウランと定義している。 
その密度のみならず、発火性（つまり衝撃で発火する能力）、入手の容易さ
から、米軍は 1991年の第一次イラク湾岸戦争で使った劣化ウラン弾を、
2003年のイラク侵攻でも再び使用した。 



最近の研究では、米軍はイラクの通常兵器にもわずかに濃縮したウラン（U-
235質量百分率 0.711％以上、2％未満）を使用している可能性が示唆されて
いる。 
したがって、私たちは、兵器化ウランという用語を、同位体組成が不確かな
金属ウランを用いた兵器として使用している。それは一般的に非核ミサイ
ル、砲弾、装甲を指す。 
イラクの人々が兵器化ウランに暴露される経路は、経口摂取、気道吸入、経
皮接触、体内破片（榴散弾など）である。硬い標的（装甲戦車など）に衝突
すると、兵器化ウランはさまざまな溶解度の酸化ウラン粒子の雲を発生させ
る。この性格を「自然発火性」（pyrophoricity）と呼ぶ。  
 
２．ウラン酸化物の人体への影響 
 
吸入または摂取によるウラン酸化物への曝露は、ヒト以外の生体内実験にお
いて、発がん性および催奇形性を有することが示されている。吸収後、ウラ
ン酸化物はウラニルイオンへと代謝され、タンパク質や特異結合物質と容易
に結合し、系統循環を介して全身に輸送される。 
吸収されたウランのほとんどは 24時間以内に尿中に排泄されるが、残った
ウランは骨、腎臓、肝臓に蓄積される。 
 ウランはいったん吸収されると、活性酸素を増加させ、DNA鎖を切断し、
遺伝子発現を変化させ、臨床的悪影響をもたらすことが明らかになってい
る。 慢性的な被曝シナリオでは、退役軍人の集団よりも地域住民の方が健
康への悪影響のリスクが高い。 
 WHOによると、粉塵やウラン酸化物粒子の手から口への移動により、子ど
もは摂取による被ばくのリスクが高い可能性がある。その他のハイリスク・
グループには、金属スクラップ労働者や、イラク南部のウムカスル（Umm 
Qasr）タンク保管庫のような高濃度汚染地域の近くに住む民間人が含まれ
る。 
 
３．イラクでどれだけの兵器化ウランが使用されたか 
 



1991年以降、米軍がイラクのどこで、あるいはどれだけの量の劣化ウラン
弾を使用したのか、正確にはまだ完全には分かっていない。 
 国際原子力機関（IAEA）は、2003年以降、米軍がイラクで使用した劣化ウ
ラン弾の量は 170トンから 1700トンと推定している。一方、1991年以降、
米軍がイラクで使用した劣化ウラン弾の総量を 440トンとする控えめな推定
もある。英国も 2003年以降、イラクで 1.9トンの劣化ウラン弾を発射した
と報告している。 
イラク環境省放射線防護センター（RPC）により、イラク国内の 300カ所以
上の劣化ウラン弾汚染現場が特定されている。RPCが特定した地点はすべて
バグダッド南部に位置していたが、追加調査でモスルの土壌サンプルから高
濃度のウランが検出されたことが報告されている。 
2014年、オランダの NGO「PAX」は、オランダ国防省より提供された情報
に基づいて、オランダ軍のバスラ作戦地域における劣化ウラン弾発射地点を
公表した。さらに 2016年、ジョージ・ワシントン大学とオランダの
「PAX」は、情報公開法の請求により劣化ウラン弾の発射地点に関する情報
を入手した。 
このデータには、劣化ウラン弾を搭載した A-10ワーソグ爆撃機による空爆
1116回のうち 783回がファイルされている。2003年 3月 20日から 4月 15
日の間にイラクで行われた、劣化ウラン弾による空爆の正確な位置が、記録
として残されている。 
目標地点はイラク全土、各州に散らばっている。このデータには、各空爆で
発射された劣化ウラン弾の総量は含まれていないが、これまで指摘されてい
たよりもはるかに広範囲に劣化ウラン弾が使用されたことを示している。 
 
３．兵器化ウランに関するこれまでの研究と今回の研究 
 
兵器化ウランの毒性に関するエビデンスをまとめようとした最近のレビュー
は数多くあるが、体系的に実施されたのは 1件のみである。それも米国の湾
岸戦争帰還兵に焦点を当てたものである。 
退役軍人に比べてイラク人は、劣化ウラン研究そのものが政治化してしまっ
たこともあって、劣化ウランに関するレビューとしてはほとんど注目されて
いない。 



2013年、“Webster PC27”は、2012年にイラク保健省（IMOH）が実施した
全国的な先天性欠損症（CBD）調査について懸念を示すワールド・レポート
をランセットに発表した。 
IMOHの調査では、同国における先天性異常の発生率が異常に高いという確
証は得られなかった。しかし劣化ウラン弾の影響を受けた地域のイラク人医
師たちは、ずっと前から懸念を表明している。 
ウェブスターは、IMOHの方法論とその（査読プロセスの欠如を）厳しく批
判した。そしてイラクの CBD発症に関して、IMOH報告とは見解の異なる 3
つの研究を引用している。 
この論争は、利用可能なすべての証拠の系統的レビュー（SR）の必要性を物
語っている。 
このテーマに関するこれまでのレビューは非系統的であり、包括的で透明性
のある検索戦略（search strategies）や包含基準（inclusion criteria）が欠け
ており、それがバイアスをもたらしている可能性がある。 
本研究の目的は、兵器化ウランによる被曝とイラク住民の健康への悪影響と
の関連性に関するエビデンスを体系的にレビューすること、そしてエビデン
スの確実性を判断することである。 
 SRは長い間、臨床医学の分野でエビデンス群を統合するための標準的なア
プローチとみなされてきた。そして環境衛生の分野でも応用されるようにな
ってきている。 
徹底的で透明性が高く、再現性のある手法である SRは、環境暴露に関する
論争的で政治的な問題にアプローチするための理想的なツールである。 
 
事実経過 
 
米軍は 1990年の湾岸戦争と 2003年のイラク侵攻で、イラクに初めて劣化
ウラン（DU）兵器を配備した。劣化ウラン弾の健康への影響に関する研究
は、議論と論争の的となってきた。 
米国政府が資金を提供した研究がいくつかある。それらは、イラク住民に劣
化ウラン弾がもたらす健康被害を否定している。これに対し反対派は、劣化
ウラン弾がイラクにおける先天性奇形やガンの増加の原因であると主張して



きた。また、劣化ウラン弾が人々の健康に及ぼす影響は依然として不確実で
あると主張する者もいる。 
このシステマティックレビューでは、イラク人集団の劣化ウラン弾被曝に関
連した健康への有害な転帰を評価するすべての臨床観察研究を同定し、評価
し、統合した。我々の知る限り、このテーマに関するシステマティックレビ
ューは、これが初めてのものである。 
 
方法 
 
1990年から 2020年の間に発表された臨床研究を 11の電子データベースか
ら検索した。それらのデータは、イラク人集団における兵器化ウランへの曝
露と健康上の変化（がん、先天性異常、免疫系機能、死亡を含む）との関連
を測定したものである。 
バイアスのリスクについては、“Navigation Guide’s risk of bias tool”で評価し
た。 
エビデンスの確実性については、“Grading of Recommendations, 
Assessment, Development and Evaluations approach”（PROSPERO: 
CRD42018108225）により評価した。 
 
結果 
 
検索の結果、2601件の記録が同定され、そのうち 28件が組み入れ基準に合
致した。他の情報源から、さらに 5件の適格な報告を同定した。2件の論文
は複数の関連研究の結果を報告していた。 
最終的には、36の適格な研究を報告する 33の論文が含まれた。ほとんどの
研究（n=30、83％）は、ウラン被曝と有害な健康結果との間に正の関連を
報告していた。 
しかし、レビューされたエビデンス群には高いバイアスのリスクがあること
がわかった。 
 
議論（Discussion） 
 



１．前提となる事実 
＊ 劣化ウラン（DU）は化学毒性および放射線毒性を持つ重金属であり、国
際がん研究機関（IARC）によってグループ Iの発がん性物質に分類されてい
る。実験動物でのエビデンスは十分満たされているが、ヒトでのエビデンス
は限定的な水準に留まる。 
＊ 米英軍は、1991年の第一次湾岸戦争と 2003年からのイラク戦争で、劣
化ウラン弾をイラクで使用した。 
＊ イラクにおける劣化ウラン弾被曝と健康上の有害な結果との関連につい
ては多くの研究がなされているが、我々の知る限り、このテーマに関するシ
ステマティックレビュー（SR）はこれまで行われていない。 
 
２．今回研究でわかった新事実 
＊ この SRに含まれる報告のほとんどは、2010年以降（米国の湾岸戦争制
裁解除後）に発表されたものである。 
＊ 記録されたイラク人集団における報告のほとんどが、ウラン被曝と有害
な健康転帰との間に正の関連を示した。 
＊ バイアスのリスク評価では、悪化例に限定すると、すべての報告が高リ
スクまたはおそらく高リスクと評価された。 
 
３．“新事実”が意味するもの 
＊ 米国のイラク制裁は、劣化ウラン弾がイラク国民に及ぼす健康影響に関
する研究や発表を妨害し制限した可能性が強い。 
＊ 重要な健康悪化要因を正確に評価し、適切な対照群と比較した上でし、
このテーマに関するより多くの一次研究が必要である。 
 
 
結論 
 
入手可能なエビデンスは、イラク人における劣化ウランへの被曝と有害な健
康上の転帰との間に関連性がある可能性を示唆している。しかしイラクにお
ける有意義な保健・政策介入策を立案するためには、より多くの一次調査と
欠測データの公表が必要である。 
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